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消
え
た
登
録
有
形
文
化
財

　常
磐
湯
本
町
三
函
に
残
さ
れ
て
い
た
旧

「
三
函
座
」
の
建
物
は
平
成
19
（
２
０
０

７
）
年
７
月
、
国
の
「
登
録
有
形
文
化
財
」

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
制
度
は
「
文
化
財
保
護
法
」
に
基
づ

く
保
護
指
定
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
以
降
の
建

造
物
は
高
度
経
済
成
長
以
降
の
生
活
や
価
値

観
の
変
容
や
都
市
化
に
伴
っ
て
取
り
壊
さ
れ

る
例
が
相
次
ぎ
、
保
護
を
求
め
ら
れ
た
こ
と

が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

　平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
の
法
改
正
に

よ
っ
て
、
近
世
末
や
近
代
以
降
の
建
造
物
を

〝
ポ
ス
ト
文
化
財
〞
と
し
て
「
登
録
」
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の
文
化
財
と
な
る
道
を

開
い
た
の
で
す
。

　明
治
時
代
後
期
に
芝
居
小
屋
（
大

正
７
年
に
映
画
館
へ
改
築
）
と
し
て

開
場
し
、
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年

10
月
の
閉
館
に
至
る
ま
で
多
く
の
映

画
フ
ァ
ン
を
集
め
た
三
函
座
も
、
そ

う
し
た
一
つ
で
し
た
。
芝
居
小
屋
の

雰
囲
気
を
残
し
、
外
観
は
白
色
の
か

ま
ぼ
こ
形
の
屋
根
と
切
妻
造
り
な
ど

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　登
録
後
は
、
地
元
有
志
が
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
活
性
化
策
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　そ
ん
な
折
、
東
日
本
大
震
災
で
耐
震
性
の

な
い
三
函
座
は
大
き
な
損
傷
を
負
い
ま
し
た
。

補
修
維
持
が
模
索
さ
れ
ま
し
た
が
、
個
人
所

有
で
あ
る
う
え
に
莫
大
な
費
用
が
想
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
さ
な
か
、
国
は
個
人
所
有
物

の
建
物
で
あ
っ
て
も
解
体
費
用
を
負
担
す
る

支
援
制
度
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　こ
う
し
て
、
三
函
座
は
一
般
建
物
と
同
様

の
レ
ベ
ル
で
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
庁
が

震
災
の
影
響
を
受
け
た
文
化
的
建
物
な
ど
に

対
し
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
打
ち
出
し
た
の
は
、

解
体
後
の
こ
と
で
し
た
。

　平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
、
旧
三
函

座
の
登
録
有
形
文
化
財
登
録
は
抹
消
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　（
い
わ
き
地
域
学
會
　小
宅
幸
一
）

さ
は
こ

み
　は
こ
　ざ

き
り
づ
ま

ば
く
だ
い

ま
っ
し
ょ
う

■写真　三函座の外観
〔平成19年（2007）菅波晋氏撮影〕

▲ 「四倉ふれあい市民会議」の皆さんと市長 ▲ 「久之浜・大久地域づくり協議会」の皆さんと市長

▲久之浜・大久地区の防災緑地を視察している様子

「
市
長
と
地
域
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」を
実
施

　１
月
16
日
、
市
長
は
「
四
倉
ふ

れ
あ
い
市
民
会
議
」
の
皆
さ
ん
と

懇
談
し
、
四
倉
漁
港
を
活
用
し
た

海
業
（
※
）
へ
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
日
、
市
長
は
「
久
之

浜
・
大
久
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
、
震
災
の
記

憶
の
伝
承
や
、
震
災
前
に
あ
っ
た

近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
を

目
的
に
、
久
之
浜
防
災
緑
地
で
桜

の
木
を
植
え
た
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

※
海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）
と
は
、

水
産
、
観
光
、
飲
食
業
な
ど
、
海

に
関
係
す
る
地
域
資
源
を
生
か
す

産
業
で
す
。

市内の出来事やニュースを写真とともにお届けします


